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夏秋いちご｢なつおとめ｣の経営モデル

１．試験のねらい

夏秋いちご｢なつおとめ｣（平成23年品種登録）は、収量が高く、食味や外観の果実品質にも優れ

ているが、経営指標や所得目標が未設定である。そこで、本品種導入農家の経営調査から新規導入

の指標となる経営モデルを明らかにする。

２．試験方法

｢なつおとめ｣導入農家２戸を選定し、調査方法は担当農家の記帳、聞き取りおよび既存資料の整

理により行った。調査項目は、労働時間、出荷実績、経営管理内容（物財費、出荷経費等）を調査

した。

３．試験結果および考察

(1)経営モデルの営農条件は、作付面積10ａ、家族労働力２人とした。生産販売条件は、単収

2,500kg/10a、単価1,650円/kg、販売量の80%を市場および契約販売（ソフトパック)とし、20%

を直売および加工向けとした。

(2)経営モデルとして、粗収益は4,125千円、物財費や出荷経費などの経営費は1,797千円となり、

差引所得は2,327千円となった。夏秋期の野菜として、極めて高い収益性の品目であることが明

らかになった（表－１）。

(3)労働時間は2,500時間を要し、雇用労働が必要となる極めて労働集約型の品目であることが明

らかになった（表－１）。

(4)旬別の労働時間は、収穫、出荷の本格化する７月下旬頃から10月末までが多かった。家族労働

時間だけでは労働力は、収穫、パック詰めに係る旬別の家族労働時間の上限を120時間とすると、

不足した。午後出荷というタイムスケジュールとすると午前中に収穫、パック詰めに労働力の集

中的な投下が必要となる。この収穫期間の労働力確保が、経営のポイントとなると考えられた

（図）。

(5)所得目標を200万円とした場合、単収と単価のシュミレーションから、単収が2,250kg以上で

は雇用労働力が必要となった。栽培する地域性や栽培形態、販売形態等にあわせて経営費の内訳

を検討し、単収と単価の目標を設定していくことが重要であると考えられた(表－２）。

４．成果の要約

｢なつおとめ｣を導入の経営モデルは、所得が2,327千円となる。夏秋期の野菜としては、極めて

高い収益性の品目であることが明らかとなった。しかし、収穫、パック詰めに係る家族労働時間は、

旬別上限の120時間を超えるため、この収穫期間の労働力確保が｢なつおとめ｣を導入した経営のポ

イントになると考えられた。
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